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地域在住高齢者を支える痛みのリハビリサポート体制の構築
金原一宏＊1、2）、大城昌平 1、2）、根地嶋誠 1、2）、寺田和弘 3）
1）聖隷クリストファー大学、2）聖隷クリストファー大学大学院、3）寺田痛みのクリニック
1 事業の概要
　国民の痛み有訴率は、平成 22 年度に発表された厚生労働省国民生活基礎調査において､ 平成 19 年､ 22 年で
第 1 位､ 2 位を腰痛､ 肩こりが占め､ さらに罹患者数は増加傾向にある。このような慢性疼痛患者について平成 16















































男 18 名平均年齢 64 歳（31 ～ 85）　女 46 名平均年齢 66 歳（29 ～ 85）
問 2 「痛みの基礎と最新治療」を受講して理解が深まりましたか？
かなり理解できた 16 名 ・ 理解できた 39 名 ・ どちらともいえない 2 名 ・ あまり理解できなかった 1 名
問 3 ｢慢性的な痛みのリハビリ」を受講して理解が深まりましたか？
かなり理解できた 20 名 ・ 理解できた 35 名 ・ どちらともいえない1 名
問 4. ｢肩の痛みのトレーニング」を受講して理解が深まりましたか？
かなり理解できた 20 名 ・ 理解できた 30 名 ・ どちらともいえない1 名
（問 3・4・5 では、全く理解できなかったは 0 名であった。）
問 5. 今回の講義を受け今後の生活で自主訓練を実施しようと思いますか？
かなり理解できた 6 名 ・ 理解できた 45 名 ・ どちらともいえない 2 名
問 6. このような健康講座は 1 年にどれくらい実施してほしいですか？
毎月 5 名 ・ 2 か月に 1 回 19 名 ・ 3 か月に 1 回 23 名 ・ 6 か月に 1 回 3 名 ・ 1 年に 1 回 2 名
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図 1 リハビリサポ トーの広告 図 2 すこやかリハサポ トーの講座の様子
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